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(図表も含 めて分か りやす く記入のこと)
金属多層膜は磁性分野 とのつなが りが大きく、磁気メモ リの記録密度向上に貢献 してきたが
、更なる発展のためには磁気ヘ ッ ド自身の超常磁性対策が必要不可欠である。そこで、本研究
では超常磁性対策 として垂直磁気異方性(PMA)多層膜を選択 し、層間交換結合層を用いてPMA
多層膜の磁気構造を制御 し、磁気特性に与える影響 について研究を行った。PMA多層膜 として
はCo/Pdを用い、層間結合層 としてはRuを用いた。
試料は、分子線エ ピタキシー(MBE)法を用い、Al2O3(0001)基板上に作製 した。蒸着時真空
度は5x10-9Torr以下であった。Co/Pd多層膜内部 のPd層をRu層で置換する形で挿入 し、試
料を作製 した。作製 した試料の磁気特性 にっいてはVSMを用い、抵抗率測定には直流 四端子法 …
を用いた。これ らの測定において、磁場は試料膜面に対 して垂直方向に印加 してお り、抵抗率
測定の際の電流は試料膜面に平行に流 している。
Ru層を用いた多層膜試料に対 してM-H測定を行った結果を図1に 示す。図より、Ru層を用
いた場合に多層膜内部に反強磁性層間結合が導入 され、Ru層によって挟まれた各PMA多層膜
(小多層膜)同 士が反強磁性的に結合 してい ることが分かる。さらに、磁化の変化を詳細に見
ると、ヒステ リシス的な磁化の変化 と可逆的な磁化の変化の二種類が観察 される。従って、小
多層膜内部のCo層とRu層に隣接 したCo層の反転磁場が異なっている事が推測 され る。次に
、これ らの試料に対 して抵抗率測定を行った結果を図2に 示す。図を見ると、Ru層を用いた
場合、15kOe以下程度の低磁場側に於いて明らかに抵抗率曲線に変化が見 られ、Co/Pd多層膜
のみでは現れない新たな磁気抵抗効果が発現 した ことが確認 され た。図1の 結果か ら、これ ら
の原因としては、小多層膜内部に反強磁性磁化配列が導入 された事が考え られる。この結果は
従来までに観察されたよ うな層問結合部分近傍でのス ピン依存散乱ではなく、多層膜 自体のス
ピン依存散乱による磁気抵抗効果 を検出 した結果 と言え、PMA多層膜 自体の磁気抵抗効果 を観
察 した結果 として意義あるものと言 える。
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